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　四方を海に囲まれた日本は、水産資源や観光など海の恩恵を受ける一方、せまい国土から採

れる必要な資源の量は限られています。そのため、私たちのくらしに必要な小麦などの食料、

発電に必要なガス、車のガソリンや衣類の元となる原油など多くの資源を海外からの輸入に

頼っています。そしてそのほぼ100％を船で日本へ運んでいます。

　「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」は全国の小学生・中学生・高校生の皆さんに、

それら貿易を担う「海運」や「船」などの海事産業について学び、その重要性を理解してもらいた

いと2013年度から開催し、5回目を迎えました。

　2017年度も全国から多くの素晴らしい作品が集まりました。子どもジャーナリストたちの

作品を通して、一人でも多くの人に海事産業の大切さを理解し、身近に感じてほしいと願って

います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年３月
公益財団法人　日本海事広報協会
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全国新聞教育研究協議会 会長

小林　豊茂

（順不同・敬称略）

今回、小学生の力量がすごくアップしていると思いま
した。とりわけ、小学４、５年生の作品の出来栄えの
良さには目を見張るものがありました。作品を読んで
いて、船や港にこんなに関心を持ってくれているのか
とわかり、うれしさと同時に心強さを感じました。そ
して、中学生・高校生は、調べる力、表現力が大人顔
負けです。タイトルのつけ方、レイアウトなど確実に
創作力が深まっていると感じました。

東京海洋大学 教授

黒川　久幸

全体的に色の使い方が上手で目を引き付けるものが多
くありました。また、レイアウト、構成が前年に比べ
格段によくなっています。特に小学生の作品では、見
出し文字の形や色にたくさんの工夫が見られ、改めて
手書きの良さを感じました。記事に関しては、小学生
の作品では、自分の興味を持ったことが前面に出てい
たと思います。中学生・高校生の作品では、新しいこ
とを知った喜びが感じられました。力作揃いでした。

前年に比べ全体のレベルが上がり、高い位置での競争
になりました。自分で考え、調べ、色使いや構成を工
夫するなどの努力がそれぞれの作品で見られました。
そして作品を審査していて気がついたことは、子ども
たちの取材を受けた皆さんも熱心に対応してくださっ
たことです。これはとてもありがたいことです。今
回の出来栄えは、取材する側と受ける側の相互の熱
意の結果とも言えるのではないでしょうか。

（公財）日本海事広報協会 理事長

伊藤　松博　
歌手・教育学博士

アグネス・チャン

この新聞作りは、海を理解するための近道になると思
います。子どもたちは、まず見学や学習で海に興味を
持ちます。疑問が生まれ、調べ、納得し、そこから大
きく世界が広がっていきます。そして、足を使った取
材によってより身近な存在になるのです。これをきっ
かけとして、海外とのつながり、船の安全性、さらに
は海の領土の現状など発展して考えることができれ
ば、すばらしい成果を得られると思います。

いると感じました。

国土交通大臣賞決定と最終審査会
最終審査開催
海運クラブ（東京都千代田区）において最終審査会が開催され、各賞を決定しま
した。国土交通大臣賞については、石井啓一国土交通大臣が自ら選出に参加さ
れました。

審査委員紹介・審査講評

写真提供：国土交通省 写真提供：国土交通省



北前船新聞 田家  大路 （4年）
東京都　練馬区立仲町小学校

国土交通大臣賞

2



小学生
部門 新聞を作る時にたいへんだったのは、新潟のおじいちゃんと

大雨の中取材をしたこと、調べたものや書きたいことがたく
さんあってどうまとめたらいいか悩んだことです。写真や絵
を入れて内容をわかりやすくする工夫もしました。この新聞
で、北前船に興味を持ってもらえるとうれしいです。

受賞者
コメント
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横浜みなと物語 瀧口 ひかり （5年）
山口県　下関市立名池小学校

公益財団法人日本海事広報協会 会長賞
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小学生
部門 横浜港を実際に取材してとてもおどろきました。横浜港の歴

史や横浜税関の働き、今の横浜港の様子が読者にもわかるよ
う、解説やコラム、クイズやイラストなども加えて楽しく読
んでもらえるように工夫しました。２か月かけて仕上げた新
聞を、たくさんの人に見てもらえるのは、とてもうれしいです。

受賞者
コメント
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日本！船新聞 髙島  朱莉 （6年）
東京都　墨田区立小梅小学校

優秀賞
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小学生
部門 この「日本！船新聞」は主に「船の役割」をテーマにしました。

工夫したところは、２面の船紹介です。私が知らなかった船
もあったので、わかりやすいように写真をはったり、船の名
前を色分けしたりしました。見出しも「大きく太く」を心が
けました。

受賞者
コメント

7



さんふらわあ新聞 不川  雄惺 （4年）
東京都　東京学芸大学附属小金井小学校

優秀賞
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小学生
部門 北海道のおばあちゃんの家に行く時に乗った「さんふらわあ」

で、もっとこの船のことを知りたいと思い、今回の作品にし
ました。作るうえで、船会社の人にいろいろ電話して聞いた
り、船長さんの１日を聞いたりして、書いてまとめあげるこ
とにとても苦労しました。

受賞者
コメント
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水産大学新聞 杉元  愛里 （6年）
山口県　下関市立生野小学校

優秀賞
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小学生
部門 昨年は、佳作をいただきました。うれしかった半面、今度はもっ

と上の賞がほしいと思いました。今回は夏休みを利用し、題材
を考え、水産大学の先生方に取材協力していただくことができ
ました。おかげで納得のいく素晴らしい新聞ができ、優秀賞も
取れたのでうれしかったです。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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佳　作
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港しんぶん 久米  宏果 （6年）
東京都　墨田区立小梅小学校

大成丸新聞 原田  彩愛 （4年）
千葉県　千葉市立小中台南小学校



小学生
部門

客船のひみつ新聞 増山  祐生 （6年）
栃木県　宇都宮市立横川東小学校

エコ船新聞 竹下　倖 （5年）
千葉県　千葉市立上の台小学校
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うみ博新聞 長谷川 大輔 （5年）
神奈川県　関東学院小学校

船のエコ新聞 中野  琴和 （6年）
東京都　荒川区立赤土小学校

大和新聞 稗田  彩乃 （5年）
広島県　呉市立昭和西小学校

造船所見学新聞 1号 粟津 日陽　小林 悠真　添田 隆之介
西井 清香　山下 友里奈　山本 理絵

（４～６年）

神奈川県  横浜みなとキッズクラブ  1ぱん

佳　作
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小学生
部門

名古屋港新聞 島野  玲菜 （4年）
愛知県　名古屋市立西築地小学校

神戸の仲間新聞 中野  杏奈 （4年）
兵庫県　神戸市立狩場台小学校

東港LNG新聞 石黒  智花 （5年）
新潟県　新潟市立南万代小学校

野口  愛香 （5年）
新潟県　新潟市立南万代小学校

新潟東港
～貿易の仕事のすごさ～
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山下  蒼以 （3年）
兵庫県　神戸市立妙法寺小学校

神戸港新聞 浦田  華暢 （4年）
兵庫県　尼崎市立明城小学校

みなと新聞 田端 ひかり （6年）
東京都　墨田区立小梅小学校

佳　作

神戸港新聞
～船ってすごいぞ～
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小学生
部門

港新聞 岩谷  夏奈 （6年）
東京都　墨田区立小梅小学校

みらいへ新聞 佐藤  航太 （5年）
兵庫県　神戸市立こうべ小学校
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海を翔ける宝箱 佐藤  一葉 （3年）
神奈川県　相模女子大学中学部

国土交通大臣賞
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中学生
部門

高校生

この新聞を作るにあたり、コンテナ船のことをいろいろと調
べました。四方を海に囲まれた日本で、生活していくには欠
かせないコンテナ船の活躍を知るうちに、コンテナ船のこと
が大好きになりました。この度はこのような賞をいただき、
とてもうれしいです。ありがとうございます。

受賞者
コメント
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北前船新聞 真酒谷 隼斗　坂田 和希 （1年）
北海道　北海道函館水産高等学校　北のくにづくり2017

公益財団法人日本海事広報協会 会長賞
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中学生
部門

高校生

私たちは、当初、「高校生ビジネスプラン・コンテスト」に応募
するために「北前船」の情報収集をしてきました。調べる中で、
「内容が『ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞』にもかな
うので応募したら。」とアドバイスされ、急遽応募しました。
今回の受賞は我妻先生のお蔭です。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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THE検疫 石倉　要 （1年）
島根県　松江市立八雲中学校

優秀賞
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中学生
部門

高校生

日本の検疫システムは、港（空港も含む）の水際で人々の健康と
安全を守っています。最新の機器と検疫官のチームワークで守
られる検疫は、2020年のオリンピックでも大きな役割を果た
します。「THE検疫」を一人でも多くの人に読んでもらいたいで
す。また、取材に協力してくださった皆さんに感謝したいです。

受賞者
コメント
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保中タイムズ 久保田 光　入澤 澄　大木 空　若泉 孝明　高岡 優太
福井 結梨　小森 啓悟　藤山 菜月　下鵜瀬 一洸（1年～3年）

神奈川県　横浜市立保土ケ谷中学校　新聞部

優秀賞
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中学生
部門

高校生

保土ケ谷中学校新聞部は、現在部員9名の少人数で新聞制作を
しています。普段はB4、7段11文字ですが、今回はA3、9段12
文字に挑戦しました。東京湾には五つの主要な港があることを
知ったので、来年は今回取材した以外の港について調べていき
たいです。このような賞をいただいてたいへんうれしいです。

受賞者
コメント

25



港物語 貞岡 万絢　是永 茉穂　土屋 柚芽　
野田 七海　関口 奈々

神奈川県　横浜市立篠原中学校

優秀賞

（2年）
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中学生
部門

高校生

「港物語」は、私たちが知っている横浜のことについて詳しく
書いたもので、カットや色などをたくさん工夫しました。
この新聞で横浜のことをより知ってもらえるとうれしいで
す。これからも新聞制作に熱心に取り組んでいきたいと思い
ます。

受賞者
コメント
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海運史新聞 山本 七つ海 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

船・港新聞 宮山  貴弘 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

はっ2船新聞 初澤  俊輝 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

佳　作
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中学生
部門

高校生

海怜新聞 岡田  怜奈 （2年）
東京都　葛飾区立金町中学校

海新聞 金原  ことの （2年）
山形県　南陽市立宮内中学校

航海士新聞 大石  優力 （1年）
東京都　荒川区立南千住第二中学校

佐々木 優和 （1年）
千葉県　千葉大学教育学部附属中学校

大成丸へ
Let’s go新聞
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時代をかける門司港

福岡県　九州国際大学付属中学校　新聞部

船のひみつ新聞 天野  海成 （2年）
群馬県　前橋市立第三中学校

佳　作

武内 光彦　梅﨑  樹　大野 凜奈　
守田 悠真　古賀 由乃　田中 佑芽（1～3年）
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中学生
部門

高校生

船新聞 四野宮 笑歩 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

ぼくらの船新聞 岩井迫 伊吹 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

なるほどSHIP新聞 中馬  怜南 （2年）
東京都　荒川区立第九中学校

進水式
高知新港新聞

高知県　津野町立葉山中学校 2年7班

片岡 杏菜　石村 瑞希　芝 真拓　
高橋 力也　市川 裕大
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UW新聞  PartⅡ
北海道　北海道函館水産高等学校  北のくにづくり2017

ほんざん新聞 本山  理奈 （1年）
東京都　東京都立国際高等学校

佳　作

伊藤 美那 　佐藤 綾花　加藤 妃弾 （1年～2年）
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中学生
部門

高校生

最港新聞 永田  美星 （1年）
東京都　山脇学園中学校

船新聞

高知県　須崎市立須崎中学校

（2年）
中川 夢海　岩本 大司
笹岡 芳希　谷本 一樹
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すごいぞ！！
次世代自動車船新聞 渡部  朔矢 （5年）

埼玉県　上尾市立西小学校

一般社団法人 日本船主協会 会長賞
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受賞の知らせを聞いた時は、１か月以上かけて苦労して作った作品
だったので、本当にうれしかったです。取材で最も苦労したのは、
エメラルドエースの船内がとても暑かったことです。もらった水もす
ぐになくなりました。最後に取材に協力してくださった日本郵船様、
商船三井様、トヨフジ海運様、本当にありがとうございました。

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 受賞者

コメント
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長崎工業高校造船新聞
長崎県　長崎県立長崎工業高等学校

一般社団法人 日本造船工業会 会長賞

川浪 啓太　山本 晴太郎　田中 舜梧　
江島 偲温（3年）
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私たちが制作した造船新聞が日本造船工業会会長賞をとるこ
とができ、とてもうれしく思います。新聞を作るために講話
を聞くことで、造船についての知識を深めることができまし
た。これからも造船についての研究に努めていきたいです。
また、中学生にも造船のことをもっと知ってほしいです。

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 受賞者

コメント
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川丸くん新聞 諸伏　優 （4年）
神奈川県　川崎市立宿河原小学校

審査委員特別賞
東京海洋大学 教授　黒川　久幸
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３年生の市内めぐりで行った川崎港について調べたいと思
い、新聞作りに取り組みました。タイトルや見出しの作成は
お父さんに手伝ってもらいましたが、賞をもらえてとてもう
れしいです。川崎港にある川崎マリエンの近くのドッグラン
に、ペットの柴犬を連れて遊びに行きたいです。

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 受賞者

コメント
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こんてなせんけんがく 濱井　優 （1年）
東京都　光塩女子学院　初等科

審査委員特別賞
歌手・教育学博士　アグネス・チャン
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はじめて見たコンテナせんの大きさにおどろきました。
がいこくからのたべものや、かもつの99パーセントが、ふね
ではこばれていて、すごいとおもいました。
みんなにしってもらいたかったので、かべしんぶんをつくり
ました。

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門 受賞者

コメント
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ぼくが「海保新聞」を作った理由は、海上保安庁の巡視船や
航空機が大好きで、家から一番近くにある稚内海上保安部所
属の巡視船りしりの体験航海がとても楽しかったからです。
次は全国の海上保安部をまわって新しい「海保新聞」を作り
たいです。

審査委員特別賞
全国新聞教育研究協議会 会長　小林  豊茂

海保新聞 西島  一樹 （4年）
北海道　利尻富士町立鴛泊小学校

受賞者
コメント
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すばらしい賞をいただき、本当にうれしく思います。南陽市
で開催された海洋セミナーに参加し、東京海洋大学の方々か
ら、海を守る仕事や日本の安全を守る仕事など、海に関する
たくさんのことを教えていただきました。その時学んだこと
を他の人にも伝えたいと思い、「Ⅰ♡海新聞」を作りました。

審査委員特別賞
（公財）日本海事広報協会 理事長　伊藤  松博

Ⅰ♡海新聞 正木 うらん （2年）
山形県　南陽市立赤湯中学校

小学生部門
中学生・高校生部門
チャレンジ部門

受賞者
コメント
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エクセレンス賞
チャレンジ
部門

クルーのサービス 神奈川県 横浜市立新鶴見小学校 １年 佐々木 泰良

さつき新聞 長崎県 長崎市立西町小学校 ２年 池田 さつき　

げんゆタンカーしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 田中  琢登

ふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 柿﨑 遵之助

ふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 斎藤  賢伍

ふねバナナしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 ２年 高崎  涼介

ふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 ２年 吉松　心

バナナしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 佐藤　澪

ふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 ２年 中村  莉子

バナナをはこぶふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 ２年 細川  弥桜

ふねしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 ２年 濱野  草次

バナナしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 金谷  玲実

バナナしんぶん 千葉県 千葉市立真砂東小学校 １年 陳　宝鈺

※小学1・2年生対象

作品名 学校名県名 名前学年
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学 校 奨 励 賞

優秀な作品を多数応募してくれた学校に奨励の意味で贈られる学校奨励賞。表彰式は主催者が学校を
訪問して行いました。

新潟県　新潟市立南万代小学校
新潟東港で目にした数え切れないほどのコンテナ、巨大なクレーン…子どもたちはすぐに魅了され、海運業に興味を持

ちました。実物を見て空気感を味わったことで、まとめの新聞作りにも随分熱が入ったようです。港町新潟の良さを再

発見できた上に、素晴らしい賞までいただき、子どもたちも大変喜んでおります。ありがとうございました。

東京都　墨田区立小梅小学校
この度は、学校奨励賞に選んでいただき、ありがとうございます。３年生から毎年応募してきて、今年で４回目。６年生

になって初めて入賞した児童もいて、嬉しく思います。毎年、港新聞を書くことが楽しみで、用紙を配ると「わ～きた～！」

と声が聞こえてきます。一人一人が、年々、新聞を上手にまとめていく姿を見ることができたのが一番の喜びです。

広島県　呉市立昭和西小学校
神田造船所で間近に見た造船技術は、子どもたちにとって驚きの連続でした。さらに進水式にも参加させていただき、
貴重な体験をすることができました。見学を通して「造船のまち呉」に住む子どもとして誇りをもち、まとめの新聞作り
にも熱心に取り組みました。学校奨励賞に選んでいただいたことで、子どもたちの学習の励みになりました。ありがと
うございました。

東京都　荒川区立第九中学校
学校奨励賞入賞を大変うれしく思います。昨年に続けて学年生徒全員で取り組みました。２回目なので、見た目や内容
など進歩したと思います。また、船や港などに対する理解も深まった生徒が多くいます。

東京都　東京都立国際高等学校
本校の特色である国際理解科目「国際地理」の授業実践が評価されたことを大変うれしく思います。「ジュニア・シッ
ピング・ジャーナリスト賞」への応募は、ＮＩＥ活動を推進する取り組みの一環として、地理学の知識をどのように活
用・表現するのかという視点から生徒の学びを深化させる一助として活用させていただきました。今後も世界をつなぐ
海事産業を通して、知識と見聞を広め、「知る喜び」を醸成するような教育環境を創出していきたいと考えます。

受賞校喜びコメント

45



2017年度
「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」入賞作品集

2018年（平成30年）3月30日発行

主　催 （公財）日本海事広報協会
〒104-0043 東京都中央区湊2-12-6 湊SYビル
TEL： 03（3552）5033　FAX： 03（3553）6580

運営事務局 「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」運営事務局
〒104-0032 東京都中央区八丁堀3丁目17-6
群成舎八丁堀ビル6階（株）プラスエム内
TEL： 03（6222）5250　FAX： 03（6222）4823
e-mail：jr-shipping@plus-m.co.jp

「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」ホームページ

http://www.kaijipr.or.jp/jsj


